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 申請者は，雌（初産）の Wistar 系ラットを用い，BNST および BNST との関連が強い扁桃体中心核
（Central Amygdala：CeA）と基底外側核（Basolateral Amygdala：BLA）に注目し，妊娠・出産に
ともなう神経細胞の形態変化を解析した．対照領域として大脳皮質運動野（M1、M2）を選択した．





型，stubby 型，thin 型の 3型に分類して，全ての合計（総棘密度）と各形状とでそれぞれ比較検討
した． 
 CeA 領域において，P4(+)の総棘密度は G15，G20，Est と比較して，P4(-)は G20 と比較して有意
に低下した．同様に P4(+)の mushroom 型棘密度は G15，G20，Est と，P4(-)は G20 と比較して有意
に低下していた．BLA においては，P4(+)と P4(-)の両群の総棘密度と mushroom 型棘密度とが，G15，
G20，Est と比較して有意に減少した．BNST では，P4(+)の総棘密度と mushroom 型棘密度とは，G15，
G20，Est と比較して有意に少なかった．興味深いことに，P4(+)の棘密度は，P4(-)と比較しても有
意に低かった．一方，大脳皮質運動野における棘突起密度は群間において有意な差を認めなかった． 
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